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梅雨の季節、雨の音をききながら、

ゆっくり本をよむ時間をつくろう。 

 

あたらしいほんのかしだしは、 

6/26（水）からはじめます。 

 

 

ちしきの本（水色ラベル）・まどした本（黄色ラベル）  

 

“はじめての AI”  

中島秀之監修（007 まどした） 

①『こんなにある！身の回りの 

人工知能』 

②『人工知能のはじまりとこれから』 

③『人工知能のしくみとディープラーニング』 

 

 

『イエスさまの物語』  

たたらなおき文と絵 

（192 まどした） 

 

“学校では教えてくれない大切なこと” 

24 巻『言葉の力：語彙で広がる世界』 

オゼキイサム マンガ・イラスト 

（159 まどした） 

 

『モスクへおいでよ』  

瀧井宏臣著（167 まどした） 

いま話題のモスク・東京ジャーミイの日

本人信徒・下山茂さんが思いっきりわか

りやすくイスラームを語ります。 

 

『ヒロシマをのこす ： 平和記念資料

館をつくった人・長岡省吾』  

佐藤真澄作（319 ちしきの本） 

広島平和記念資料館の誕生秘話、そ

して、初代館長の知られざるエピソ

ード。 

 

『ぼくらの災害サバイバル BOOK』  

国崎信江監修（369 ちしきの本） 

地震・水害・・・もしもにそなえる！ 

 

 

『世界一おもしろいお祭りの本』 

ロブ・フラワーズ著（386 ちしきの本） 

古くから伝わる世界のふしぎな 40 の

お祭りにスポットを当て、そのユニー

クな衣装や儀式を紹介します。 

 

『13800000000 ねん きみのたび』  

坂井治作・絵（450 ちしきの本） 

うちゅうもたいようもちきゅう

も、いろいろないきものも、み

んなきみにつながっている。138

おくねんのながーいたびをたど

ってみようよ。 

 

『石はなにからできている？』  

西村寿雄文・武田晋一写真・ 

ボコヤマクリタ構成 

（458 ちしきの本） 

月の石は灰色、地球の石はいろい

ろ。なぜだろう。 

 

『こどもが探せる川原や海辺

のきれいな石の図鑑』柴山元彦・ 

井上ミノル作（459 ちしきの本） 

ちかくの川原や海辺で、宝石のよう

な石が見つかるなんて。 



『ヘンで奇妙な昆虫図鑑』  

丸山宗利監修（486 ちしきの本） 

昆虫のヘンだけど、すごいところを

のぞいてみましょう。 

 

『アレルギーのサバイバル①②』  

ゴムドリ CO.文（493 ちしきの本） 

健康をおびやかすアレルギーの正体

とは。 

 

 

『むし歯のしょうたい』  

楠章子文・ながおかえつこ絵 

（497 ちしきの本） 

むし歯きん、見えないけど、いるのか

な？ 

 

“くらしを変えた日本の技術” 

国立科学博物館産業技術史資料情報センター監修 

（502 まどした） 

①『人のために働く機械』 

②『交通・輸送』 

③『映像・音声』 

④『情報・通信』 

⑤『化学・せんい・食品』 

未来技術遺産でわかる工業の歩み 

 

 

『そらのうえのそうでんせん』 

 鎌田歩作（544 まどした） 

安全を守るため、地上 50 メートルの高さ

で仕事をしている人がいます。 

 

 

『キリンの運びかた、教えます :  

電車と病院も』  

岩貞るみこ文（681 まどした） 

プロが挑む３つのプロジェクト。おれ

たちに、運べないものはない！ 

 

 

『路線バスしゅっぱつ！』  

鎌田歩著（685 まどした） 

 

 

“たのしい あやとり 大図鑑” 
『ひとりであやとり』 

『みんなであやとり』 

フィグインク編（798 ちしきの本） 

 

 

『「感じ」が伝わるふしぎな言葉』  

佐藤有紀作（814 ちしきの本） 

擬音語・擬態語ってなんだろう 

 

 

 

“学研まんがでよくわかるシリーズ” 

『ゲーム＆クリエイター パソコンのひみつ』 

（007 まどした） 

『フォークリフトのひみつ』（536 まどした） 

『モーターのひみつ』（542 まどした） 

『ガムのひみつ』（588 まどした） 

『チョコレートのひみつ』（588 まどした） 

『中華まんのひみつ』（596 えほん） 

『ふりかけのひみつ』（596 えほん） 

『お肉のひみつ』（648 まどした） 

 

 

日本の物語（赤わくラベル）  

 

『こんどこそは名探偵』  

杉山亮作スギ 

 

 

 え ほ ん（○ラベル）  

 

『もじもじこぶくん』  

小野寺悦子文・きくちちきえ 

 


